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１．はじめに   消滅・破壊・改変・汚染が急激な速度で進

んでいる我が国の海岸線の現状に警鐘を鳴らす目的で,当研究

室では，1990年頃から全国的規模で,海浜砂の汚染の現状，漂着

ゴミの実態，海浜域の有害化学物質の評価などに関する海浜環

境調査を継続している．その一環として，経年的視点から，海

浜環境の改善や悪化の進展状況を科学的に分析・評価すること

は，これからの保護・保全対策や軽減・防止対策に反映する意

味で，極めて重要な事項となる． 

本報告では，1991～1997 年に掛けて海浜砂の汚れ評価に関す

る全国調査を実施しており，その分析成果を基調に，十数年経

過した神奈川県三浦半島域での海浜砂の汚れ度合に関する経年

的評価を試み，今後の海浜域の環境保全対策に資することを目

的としている． 

２．調査・実験    海浜砂の汚れ評価の再調査を実施した海

浜域は，かつて1991～1997年に掛けて採取・分析している神奈川

県三浦半島の海浜域を設定した．図1には，今回の2008～2012年

間に採取した 79 海岸の地点(●印)と併記して，ほぼ十数年前の

1991～1997年間に採取分析した69海岸(○印)の地点を明示してい

る．両調査時期で必ずしも同一海岸となっていない場合もあるが，

半島全域の状況が概ね把握できるような地点を設定している．海

浜砂のサンプリング方法等は以前と同じで，波打ち際付近から数m

陸側の典型的な位置で採取している．砂浜の汚れ評価は，以前開

発した同じ手法を適用し，海浜砂の洗浄試験による洗浄水の濁度

(光透過型)に基づいて行った．調査・サンプリングに加え，洗浄

試験方法や光透過型濁度計による濁度の測定等は，すべて以前と

同一条件で実施した．洗浄試験では，乾燥質量で約100gの風乾処

理した海浜砂に脱イオン水を200ml添加し，約1時間振とう(振と

う幅約5㎝，振とう回数約200回/分)した後，約10分間静置して，

洗浄水の濁度(Tb)を測定した．これまで通り，海浜砂の汚れ具合

は，鳴き砂を用いた同一洗浄試験での濁度を基準濁度とし，それ

との比の値を汚れ指数(CI)として求め，図1中に示すように，6段

階に区分した汚れランクで評価した．なお鳴き砂の基準濁度(Tbs)

は，全国に分布する二十数ヶ所の鳴き砂海岸から採取した鳴き砂の洗浄試験より，最も濁度の低い(汚れの少ない)3ヶ

所の鳴き砂での平均値から，既に140mg/lとして求めている．なお今回は汚れ評価の後，さらに脱イオン水800mlを添

加し，6 時間の振とうを継続して，溶出試験(固液比 1：10)を試みた．上澄み液を遠心分離・吸引ろ過(孔径 0.45μm)

して濾液を抽出し，原子吸光分析により重金属類等(11元素)の溶出性の評価を試みた． 

３．結果と考察  海浜砂の洗浄試験後の洗浄水の代表的な汚れ状況を，濁度値と汚れランクを付して写真1に例示し

ている．濁度が560mg/lを超えると汚れランクはⅣ以上となり，海浜砂には汚れ物質がかなり混入・吸着していること 
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写真１ 洗浄水の濁度状況 
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図２ 各海浜砂の濁度状況の比較 

相模湾 

三浦市 

横須賀市 

東京湾 

葉山町 

逗子市 

鎌倉市 
金沢区 

５km 

 

 

○：1991～1997 
●：2008～2012

海浜砂の採取年 

図１ 調査海岸地点と汚れランク指標
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Ⅵ 12＜Cl
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がわかる．特に土粒子成分への油分などの吸着は，洗浄を繰返しても，汚れの改善が

難しくなることが多い．まず図2に

は，今回採取・分析した 79 地点の

海浜砂の洗浄水の濁度状況と併記

して，前回の 69 地点での海浜砂の

場合と比較している．なお用いた濁

度計の測定範囲が 2000mg/l までで

あることから，その値を超える海浜

砂の場合には，便宜上，すべて2000mg/lとして表

示している．図 2では，半島の西部(相模湾側)か

ら南部(半島先端側)，北部(東京湾側)と，反時計

廻りに各海岸地点の海浜砂の濁度をプロットして

いる．両調査時期で海岸間の濁度にはかなり差異

が認められ，明瞭な地点的な傾向を読み取ること

は難しい．しかし十数年経過後の今回(2008～2012

採取)では，海浜砂の濁度が 1000mg/l を超える海

岸地点が増える傾向にあり，しかも南部・北部の

海岸域でそのような傾向が窺われる．そこで，海

浜砂の汚れをランク別に区分・整理し(表 1)，海

岸の地点比率を汚れランク別に比較検証したのが

図3である．十数年経過した今回の時点では，Ⅴ，

Ⅳ，Ⅲランクの海岸地点が多少減り，明らかに最

も汚れの激しいⅥランクの海岸地点が 15％程度

増え，汚れ度合は一層深刻化した．半島全体的な傾向としては，

海浜砂の汚れ度合は進行していることがわかる．この汚れ

ランクをマップ表示したのが図 4 である．図中では，汚れ

の改善地点，汚れの悪化地点，変化のない地点をそれぞれ

色別線で囲んでいる．東京湾・相模湾沿いの多くの海岸地

点で，海浜砂の汚れの進展状況が明瞭に確認できる．ただ

し西部では，最も良好なランクⅠの海岸地点が複数ヶ所(地

点比率で9.3%)確認され，海浜砂の汚れ状況が大幅に改善さ

れていることがわかる．そこで，原子吸光分析による11元

素の内 6 元素の溶出量について各地点の海浜砂について図

5に示している．元素によって溶出量はことなるが，Mn，Zn，

Sn，Sb など比較的高い溶出量を示す重金属類の溶出性が検

証される．重金属類の溶出性は海浜砂の汚れを示す先の濁

度と相関性が高かった．   

４．まとめ   現在，神奈川県では海岸域での焚き火・キ

ャンプ禁止，タバコの喫煙・ポイ捨禁止，車両乗り入れ禁

止，清掃活動の普及啓発等により海岸保全に努めている．

しかし十数年経過時点で半島の海浜砂の汚れはかなり進行

していることがわかった．悪化の進行の主な要因は河川か

らの汚染物質の流出や漂着ゴミの打ち上げなどによるもの

と推察される．今後，さらに全国的規模の調査に拡大し，

海岸線が生命線である日本列島の海浜環境保全の重要性に警鐘を強く鳴らし続けたいと考えている． 

ランク 海岸数 比率（％） ランク 海岸数 比率（％）
Ⅰ 0 0.0 Ⅰ 7 9.3
Ⅱ 4 5.8 Ⅱ 3 4.0
Ⅲ 16 23.2 Ⅲ 8 10.7
Ⅳ 24 34.8 Ⅳ 21 28.0
Ⅴ 10 14.5 Ⅴ 9 12.0
Ⅵ 15 21.7 Ⅵ 27 36.0
総計 69 75

1991～1997採取 2008～2012採取

表１ 海浜砂の汚れランクと比率の比較 
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図３ ランク比率の比較
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図４ 海浜砂の汚れランクマップでの経年比較 
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図５ 海浜砂からの主な有害元素の溶出性 


